
事 　 業 　 概 　 要

平戸市生月町里免

幸四郎ため池：堤長64.0ｍ、堤高4.27ｍ、洪水吐32.4ｍ

金石田ため池：堤長32.5ｍ、堤高3.20ｍ、洪水吐11.9ｍ

農村地帯におけるため池の改修工事（堤体・洪水吐の補修）

【幸四郎ため池整備事業】【金石田ため池整備事業】

①幸四郎ため池は隠れキリシタンの遺構の中でも重要な幸四郎様の入口に近いため、現状と同じ石張で施工して

　ほしい。

②ため池は景観を形成する重要な要素であるため、金石田ため池のコンクリートの表情が出すぎない工夫をして

　ほしい。

③吐口の直線的なデザインをできるだけ地形に合わせた曲線を採用してほしい。
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　生月島の中央部に位置する農業集落であり、丘陵地で開墾された田畑の中に住宅が散在している。島内に

は、ため池や牧野に代表される良好な農村景観が広がり、キリスト教の信仰に根差した独特の文化が色濃く残

っていることから、重要文化的景観に選定される可能性がある。（幸四郎ため池は、キリスト教関連の史跡であ

る幸四郎様に隣接している。）

そ の 他 独特の文化が残る農村で、

景観を損なわずにため池の機能を保全

第
２
章　

景
観
に
配
慮
し
た
事
例
〜
県
内
事
業
編
〜
【
そ
の
他
】

地 域 の 特 徴

専 門 家 の 意 見

農村風景の中のため池

ため池改修

ブロック張 洪 水 吐 重要文化的景観

石 張 り た め 池 堤　　体

【整備のポイント】

【標準断面図】

・現況の雰囲気を保つために、新しい材料の使用箇所を工夫した事例である。

配 慮 し た 点

Ⅰ　ため池は重要文化的景観の重要な構成要素であるため、コンクリートが目立たないよう配慮

　　した。（意見①～③）

現況に合わせ、堤の内側を石張で施工したこ

とで改変を回避した。（意見①）

護岸工についても現地発生材を利用した

練石積で施工した。

内堤側のブロック張は、水面から出る上部に既設ブロックを

配置し、水面下になる部分に新材を用いることで、現況と大

きな改変なく施工できた。（意見②）

洪水吐は、隣接する水田の畦畔に沿わせた。（意見③）

最 終 計 画 （ 幸 四 郎 た め 池 ） 最 終 計 画 （ 金 石 田 た め 池 ）

石張工

5 0 5 1

整備後
（金石田ため池）

整備後
（幸四郎ため池）

ま 　 　 と 　 　 め
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諫早市宇都町

駐車場13,000㎡（普通車323台、大型車41台）

国体のメイン会場となった公園の駐車場増設工事

【 県 立 総 合 運 動 公 園 駐 車 場 整 備 工 事 】

①駐車場をグリーンブロック舗装にしてはどうか。

②通常は芝生広場とし、大きなイベントの時だけ駐車場とするような対応はできないか。

③緑豊かな場所であるため、できるだけ緑を残す工夫をしてほしい。
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　諫早市街地に接する大規模公園であり、背後には、日本の歴史公園１００選に選ばれた緑豊かな上山公園が

ある。園内には様々なスポーツ施設が整備されており、平成２６年開催の長崎国体ではメイン会場となった。

そ の 他 国体会場となった運動公園で、

緑を極力残しながら駐車場を増設
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地 域 の 特 徴

専 門 家 の 意 見

県立総合運動公園

【整備のポイント】

【整備前後】

【駐車場レイアウト】

・多くの駐車スペースを確保する必要がある反面、公園という性質上、多くの緑を残さなければならないという

　課題を上手くデザインできた事例である。

配 慮 し た 点

Ⅰ 元の公園の雰囲気を残して、緑に囲まれた駐車場とした。（意見①②）

Ⅱ 既存の樹木を再利用するなど、周辺環境の保全を図った。（意見③）

芝生広場の耐圧性を高め、駐車場としても対応できる

ようにした。（意見②）

乗用車専用の駐車スペースを緑化舗装にすることで、

緑に囲まれた駐車場としての整備を行った。

（意見①）

再利用可能な樹木は駐車場の境界等に移植した。

（意見③）

現地発生の石材をベンチとして再利用した。

▼

駐車場増設

芝生広場 耐圧土壌 樹木保存

公　　園 駐 車 場 緑化舗装

整 備 前

5 2 5 3

整 備 後

ま 　 　 と 　 　 め


